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割を演じていると考え, 消化管各部位の組織呼吸を Warl叩rg検圧法を用いて測定し, 以下の成 績 を得
た ｡
1 ) 食道を初めとする消化管各部位の組織呼吸量を実験犬および食道癌患者から採取された材料 につ
いて測定すると十二指腸, 回腸, 肝臓, 空腸, 冒, 上行結腸, 横行培腸, S 字状結腸, 食違の順に低値を
示す｡ 食道組織が血行障害に伴なう低酸素症に対してかなり強い抵抗性をもつ理由の一つはここにあると
考えられる｡ この成績は食道再建術の際, 結腸, 冒, 空腸, 回月易の順に血行障害または乏血によく耐える
ことを示している｡
2) 食道再建術後の合併症である逆流性食道炎や縫合不全の原因として胆汁の関与が考えられるので,
消化管各部位の組織呼吸に対する胆汁および胆汁酸塩の影響を検討すると, 冒, 食道, S 字状結腸, 坐
脂, 肝臓の川馴こ著明な抑制がみられる｡
3)食道再建用 Kirschner･ 中山式胃管の遠隔時機能を検討し, 移植3か月後には胸郭前および胸腔
内移植胃管の組織呼吸量は無操作胃, 腹腔内残胃および食道のそれらと比較するといずれも低 下 して お
り, しかも胸腔再移植胃管の組織呼吸量は胸郭前移植のそれより低値を示す｡
4) チ トクローム Cおよびニコチン酸アマイ ドや活性型 ビタミン B 2 すなわち FADは Invitroの
実験によると, これらの薬剤は食違および胃の組織呼吸の効率を著明に高め, さらにチ トクロ- ムC, 宿
性型 ビタミンB2, およびニコチン酸アマイ ドの3着を併用した場合にはより著明な効果を示す｡ 実験犬
において Roux式有茎空腸胃を作製 して胸郭前皮下に挙上し, 32p 標識赤血球を使用してその血行動態を
測定した後これらの薬剤投与の効果を検討したところ, チ トクロ- ムCを単独に投与した場合, さらにこ
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れに活性型 ビタミン B2 とニコチン酸アマイ ドを併用した場合には- そう著明に酸素の利用効率を高め縫
合不全発生予防に役立つ｡
5) 消化管分節の完全遊離移植の際に問題になる移植片の処理および体外保存の方法を組織呼吸 の面
から検討すると, 移植片を 4oC に48時間保存すると, 組織呼吸嵐は胃では48.3% , S 字状結腸では4.9%
の低下を示すから, 保存遊離移植片としては後者の方がす ぐれているO - 方5%低分子量デキストランに







論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
古川は食道再建術の問題点を組織呼吸の面から検討し, 1 ) 消化管各部位の組織呼吸量は十二指腸, 回
腸, 肝臓, 空腸, 冒, 結腸, 食道の順に低値を示し, 2)胆汁や月旦汁酸塩は胃, 食道, S状結腸, 空腸,
肝臓の順に組織呼吸を抑制し, 3)食道再建用Kirschner･ 巾力式胃管の移植3か月後の組織呼吸量は胸
腔内, ついで胸郭前移植の際に低値を示し, 4)チ トクロームC, さらにこれとニコチン酸アマイ ドと活
性型 ビタミン B2 の併用は食道や胃の組織呼吸の効率を著明に高め, Roux式有茎空腸管の血行障害の影
響を著明に軽減せしめ, 5 ) 4oC , 48時間の低温保存は胃遊離移植片の組織呼吸量を著明に低下せしめる
が, S状結腸のそれはあまり低下せしめず, 一方ヘパ リン ･キシロカイン加低分子量デキス トランによる
潅流はS 状結腸移植片の組織呼吸量を著明に低下せしめ, その結果, 食道再建用消化管分節の選択, 逆流
性食道炎の成因における胆汁の役割, 移植胃管の遠隔時機能, 薬剤投与による吻合部縫合不全の防止, 遊
離移植用消化管分節の処理や体外保存法などに関して貢重な示唆を得た｡
本論又は学術上有益であって医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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